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1970年 代 イギ リス に お け る金 融 再 編 と銀 行

一 ・手形交換所加盟銀行の蓄積行動を中心 に一

磯 谷 玲

は じ め に

1971年 の 新 金 融 調 節方 式 の 導入 を契 機 と して,な が ら く維 持 され て きた シテ

ィ の 「分 業 関係 」,す な わ ち手 形 交 換 所 加 盟 銀 行(以 下 「加 盟銀 行 」 と略 記 す

る)と マ ー チ ャ ン ト ・バ ン ク との 分業 関 係 をは じめ とす る金 融 機 関相 互 の分 業

関 係 は くず れ,大 手 「加 盟銀 行」 を中 軸 とす る新 た な関 係,す な わ ち 独 占 的金

融 グル ープ の形 成 が 開始 され た 。 この 新 た な関 係 の形 成,お よび そ こで 中 軸 と

な って い る 大手 「加 盟 銀 行 」 の 進 展 こそ が そ の後 の証 券 市 場 改 革(「 ビ ッグ ・

バ ン」)が す す め られ る根 拠 で あ る とい う見 地 か らす れ ば,70年 代 にお け る 金

融 機 関 相 互 の再 編 を 金融 再編 の 第 一段 階 、80年 代 の 証 券 市 場 改 革 を 中 心 と した

再 編 を 金融 再 編 の第 二 段 階 と と ら え る こ とが で きるQ

80年 代 に お け る証 券市 場 改 革 は 国際 的 な過 剰 貸 付 可能 資本Dの 運動 形態 の変

化 一 シ ン ジ ケ ー トロー ンか らセ キ 昂 りタ イ ゼ ーシ ョソヘー を背 景 と して,

ロ ン ドン国 際 金 融 市 場 の 地 位 の維 持 ・強 化 を め ざす イギ リス の 戦 略 的 対 応 にほ

か な ら ない 。

この 改 革 が 米 銀 ・米 系 証 券 会 社 の戦 略 を反 映 して い た こ とや,そ の 結 果 米 銀

を は じ め とす る大 手 金 融 機 関 が そ の独 占的 地位 を強 化 した こ とな どは 従 来 か ら

明 らか に され て きた が2),イ ギ リス政 府 が 中小 証券 資本 を犠 牲 に して まで 改 革

1)国 際的な過剰貸付可能資本の概念については,板 木雅彦 「国際的過剰貸付資本と債務累積」中

村雅秀編 『累積債務の政治経済学』,ミネルヴァ書房,1987年.56ペ ージを参照されたい。 また

その形成過程については奥 田宏司 「1970年代における国際過剰資本の形成」奥 田宏司r多 国籍銀

行 とユーロカレンシー市場』,同文館1988年,を 参蝋されたい。

2)た とえば,田 尻嗣夫r世 界の金融市場』,日本経済新聞社,1986年,98ペ ージ。

,



86(350).第146巻 第3・4号

を能 動 的 に行 った理 由 や,こ の 改 革 の基 礎 とな っ た イ ギ リス に お け る資 本 間 関

係,金 融 機 関 相 互 の 関 係 につ い て は あ ま りふ れ られ て こな か った 。 した が っ て.

イ ギ リス 政 府 が 保 護 主 義 的 なや り方 で な く,い わ ば 「開放 的」 な方法 を と りえ

た資 本 関 係 に お け る根 拠 につ い て 明 らか に され て こな か った 。

しか し,最 大 の オ フ シ ョア市 場 を もつ イ ギ リス の 金融 機 関 の あ りか た が,い

か な る変 容 を とげ た の か とい う こ とは,イ ギ リス 当 局 の 政 策 も究 極 的 に はそ う

した 資 本 の 要 求 に基 礎 を お くが ゆ え に.今 日の大 手 商 業 銀 行 ・独 占的 金 融 グル

ー プの 重 要 な蓄 積 基 盤 で あ る株 式 ・債 券市 場 を理 解 す る うえ で不 可 欠 の もの で

あ る。

私 は本 稿 で,1970年 代 に お け る独 占的 金 融 グル ー プ の形 成 過 程 を,ま た そ れ

が ア メ リ カ系 多 国籍 銀 行 に規 定 され なが ら ロン ドン 「加 盟 銀 行 」 に よ って能 動

的 に追 求 され た もの で あ る こ と を.「 加 盟 銀 行 」 の国 内 に お け る蓄 積行 動 の 変

化 を 中心 に 明 らか に した い 。

亘1970年 代 に お け る 「加 盟 銀 行 」 の 蓄 積

A「 加盟 銀 行 」 にお け る法 人部 門 金 融 の強 化

1970年 代 に あ らた に 展 開 され た 「加 盟 銀 行 」 の 蓄積 の一 つ の 側面 は,ホ ール

セ ー ル分 野 に 力 点 が お か れ た こ とで あ る。

1973年 か ら1976年 にか け て ホ ー ル セ ール部 門 の 預 金 が ロ ン ドン 「加 盟 銀 行 」

の預 金 総 量 に しめ る比 率 は27.6%(63億500万 ポ ン ド)か ら282%(126億9200

万 ポ ン ド)へ と微 増 で あ るの に た い して,リ テ ール 部 門 は51.9%(118億7400

万 ポ ン ド)か ら39.7%(178億7200万 ポ ン ド)へ と10%以 上 比 率 を落 と して い

る。 また 急 速 に成 長 して い るの は 外 貨建 預 金 で あ り,20.5%(46億7500万 ポ ン

ド)か ら82.1%(144億5400万 ポ ン ド)と な って い る。 こ の外 貨 建 預 金 に お け

るホ ール セ ー ル と リテ ール の比 率 は 示 され て い ない が.大 部 分 は ホ ー ル セ ー ル

分 野 で あ る と考 え られ る3)。 ま た表 ① は 銀 行 の貸 出傾 向 を示 した もの で あ るが,

3)DreekF.Channon,BritishTransnationalBankStrategy-Areportpreparedforthe/
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表1銀 行 ご と の 貸 付 額

(351)87

£million

1973 1974 1975 1976

全銀行ILCB♂ 全 銀行LCBs 全銀行LCBs全 銀行LCD.

U

K

居

住

者

対
U
K
非
居
住
者

製 造 業
%

(UK総 計)

4,65112,84416,89114,2077,08014,0458,5494,845
26.923.5124.8124.526,220.922.025,0

その他工業
%

2,7561,9063,3822,1693,5252,11613,94612,234
12.414.7112.323.9 11.7 13.011.312,1

金 融
%

5,513
24.7

2,169

17.0

6,118

22.2

2,645

16.9

6,523
21.6

2,647

16.2

7,119

20.4

2,933
15.9

個
%人418.533.5414.921R314382285142413172

ポ ン ド計18,941111,989122,424114,177122,350114,079124,86615,515.

外 貨3,365 9365,1461,4837,7922.258エ0,0902994

辱噸 付2響1鱗27翻1響 ♀3蟹1脇34纈1囎

ECGD

輸 出金融2)

他 ポン ド
貸付

外 貨 建

総 計

%

ユ,874

10,903

12,777

36.4

1,331

88

1,325

2,744

17.5

2,091

14,543

16,634

37,6

1,560

89

2,108

3,757

19.3

2,225

15205

17,430

36.5

1,797

59

2,168

4,024

19,8

2,615

20,048

22,663

39.3

2,038

94

2,692

4,824

20.7

総 計35,08315,66844,204 ・9・・7i・ 乙・73 20,36157,61923,283

(注1)LCBs=ロ ン ドン手形交 換所加盟銀行.

(注2)ECGD=ExpurtCreditsGuaranteeDepartmanし

(出所)Dle臼kF,Cha皿non,BritishTransnationalBankStratregy,Manchester,1978,p.ユ30.

よ り作成

製 造 業 へ の 貸 付 が 上 昇(22.0%か ら262%)し て い る の に た い し対 個 人 貸 付 は

低 下 し て い る(23,5%か ら17.2%)。

こ う し た ホ ー ル セ ー ル 重 点 の 蓄 積 の 内 実 を な し て い る の は.タ ー ム ・ ロ ー ン

の 普 及 と,貸 付 形 式 の 変 化 とは 相 対 的 に 区 別 され る組 織 改 革 ゐ 必 要 の 増 大 で あ

る 。

UnitedNationsCenteronTransnational(corporations,1978,P・119・
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まず,タ ーム ロー ンか ら検 討 しよ う。 ユ977年11月 で中 期 貸 付 が 個人 部 門 を除

く国 内全 貸 付 の42%,輸 出 金 融 制 度 に も とつ く貸 付(対 海 外 貸付 に 分 類 さ れ

る)を 含 めれ ば50%に 達 して いた の。 それ ま で支 配 的 だ った 金融 方式 で あ る当

座 貸 越 は タ ー ム ロ ー ンの 比 率 が上 昇 す るの につ れ て減 少 した 。 当 座 貸 越 の場 合

は 企 業 全 体 が担 保 と な るが.タ ー ム ロー ンの場 合 に は返 済 は 個 々の 事 情 に よ っ

て様 々 で あ り,特 定 の投 資 計 画 に リ ン クさ せ る こ と も可 能 で あ る。 した が っ て

銀 行 は借 手 の信 用 状 態 や 投 資 計 画 の展 望 な ど をか な り長 期 的 に(貸 付 期 間 は通

常5年 ない し7年 で あ る が,12年 また は そ れ以 上 の もの も稀 で は な い)判 断 し

な け れ ば な らない5〕。 この方 式 は銀 行 に と って 負担 と な る とは い え,確 定 した

返 済 が 銀 行 に とって よ り大 きな確 実性 を与 え,あ るい は 当座 貸 越 の一 斉 回収 や

貸 越 限 度 額 の削 減 とい う方法 に よ らず にあ る顧 客 にた いす る貸 付 総 水 準 を減 ら

す こ とがで きる の で,銀 行 の リス ク対 応 や 貨 幣 資 本 の戦 略 的 配 分 に と って メ リ

ッ トも大 きい。

タ ー ム ロー ンが 普 及 した理 由 と して は主 に次 の 点 が 考 え られ る。 第 一 に70年

代 の イ ギ リス に お い て は社 債 ・株 式 発 行 市 場 は イ ンフ レに よ って 壊滅 状 況 に あ

りゆ,そ の 代 替 とい う意 味 が あ っ た こ と。 第二 に マ ー チ ャ ン ト ・バ ン カ ーな ど

従 来 長 期 的 な資 金調 達 の 分 野 で 活 動 して い た資 本 が1971年 の新 金 融 調 節 方 式 の

導 入後,そ の地 位 を後退 させ た た め,「 加 盟 銀 行 」 が そ の 代替 を果 た した とい

う こ と,第 三 に外 国 系 銀 行,特 に ア メ リカ系 銀 行 との 競 争 に よ り,「 加 盟 銀

行 」 が従 来 の貸 付 方 式 で あ る 当座 貸 越 を変 更 せ ざ るを 得 な くな った とい うこ と

で あ る。以 上 の 点 を70年 代 の イ ギ リス に お け る唯一 とい って い い 成 長 産 業 で あ

る北海 油 田 へ の フ ァ イナ ン ス に お い て み る と こ うで あ る 。

北海 油 田 にた い す る フ ァイ ナ ンス は表 ② に示 され る とお りで あ る。 ボ ン ド建

4)Co皿 皿itteetoReviewtheFunctioningofFinancia[Institutions(Chairman,SirHarold

Wils。n),ReportandAppendix,Cmnd,7937(HMSO,1980),pp.22㍗223.西 村 閑也 監訳.

『ウ ィル ソ ン委 員 会 報 告 』,日 本 証 券 経 済 研 究 所,1982年,355ペ ー ジ。

5)塀4,p.223,同 上 書,356ペ ー ジ。

6)西 村 閑 也 監 訳,前 掲 書,6ペ ー ジ。
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表2北 海 油 田 に対 す る在 英 銀 行 の 貸 付状 況(1977.8.17)

ロン ドン手形

交換所加盟銀
行

ア メ リカ系

銀 行

引受商会 ・そ
の他 イギ リス
系銀行2,

そ の 他
海 外 銀 行

ポ ン ド(£million)

A'}

外 貨($million)

ポ ン ド(£million)

BO

外 貨($million)

243

400

95

229

713

32

・741

・・i

117

83

473

214

25

41

40

193

(注1)A=既 存 貸 付 高,B=合 意 済分 お よび 引 き 出 し残 。

(注2)そ の 他 イ ギ リス系 銀 行 は コ ン ソー シア ム ・バ ン ク を含 み,手 形 交 換 所 加 盟 銀行 の 子 会社

は 含 ま な い 。

(出 所)CommittcctoReviewtheFunctioningofFinancialInstitutions(Chairman,Sir

HaroldWilson),TheFinancingofNorthSeaOil,Mayエ978,London.p.26よ り作成 。

で も外 貨 建 で も 「加 盟 銀 行 」 と ア メ リ カ 系 銀 行 と が 大 き な位 置 を 占 め て い る 。

外 貨 建 に お い て,ロ ソ ド ソ 「加 盟 銀 行 」 は ア メ リ カ 多 国 籍 銀 行 と共 同 して 幹 事

銀 行 を つ と め て お り こ の 領 域 で の 独 占 的 地 位 を 占 め て い る7>。 巨 額 の 資 金 が 銀

行 貸 付 に よ っ て 行 わ れ た の は,借 手 側 の 事 情 と して は 当 時 の 証 券 市 場 で 調 達 す

る よ り も低 コ ス トで あ っ た か ら で あ り,貸 手 で あ る 銀 行 側 の 事 情 と し て は,産

油 後 は 急 速 な 返 済 が 行 わ れ,そ の 段 階 で リ ス ク の 急 減 す る こ とが 銀 行 が タ ー ム

ロ ー ン で 貸 し付 け る の に 適 合 的 だ っ た か ら で あ る 巳〕。

つ ぎ に 第 二 の 点,す な わ ち 貸 付 形 式 の 変 化 と は 相 対 的 に 区 別 さ れ る組 織 改 革

の 必 要 の 増 大 に つ い て だ が,こ の 点 を 明 ら か に す る た め に 銀 行 に と っ て 教 訓 的

な 事 例 と な っ た ミ ッ ドラ ン ド ・バ ン ク とF一 ル ス ・ロ イ ス(Rolls-Royce)と

の 関 係 を検 討 す る 。

・ 一 ル ス ・ロ イ ス は 世 界 有 数 の エ ン ジ ン ・.メー カ ー で あ り、1960年 代 の 終 わ

7)CommitteetoReviewtheFunctioningofFinancialInstitutions(Chairma叫SirHarold

Wilson),TheFinancingofNorthSeaOil(ResearchReportNo.2).1978.p.15.従 来,

「加盟銀行」 の こうした変 化を外 国銀行(ア メリカ系多 国籍銀行)と の競争 関係だけか ら説 明す

る見解 が存在 する。 しか し,実 際 には北海油 田における ように 「加盟銀行」は アメ リカ系 多国籍

銀行,あ るいは他の外 国銀行 と共同す ることによ って もター ムローンの割合 を増加 させた のであ

り,こ うした独占的協 調関係の側面 をみない 見解 は一面 的であ るといわ なければ ならない。

8)萄 此此,P.9.
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りに イ ギ リス 国防 計画 上 の契 約,ア ソ グ ロー フ レ ンチ ・ス ーパ ー ソニ ッ ク ・エ

ア ラ イ ナ ー との コ ン コル ドの エ ン ジ ン生 産 の 契 約,ま た1968年 の ロ ッキ ー ドと

の トライ ス タ ーの エ ン ジ ン(RB211)生 産 の 契 約 な どを締 結 し.一 般 的 に い え

ば業 績 は 好調 で あ った 。 しか し,RB211の 開 発 費 用 な らび に 開発 期 間 はP一

ル ス ・Fイ ス の 当 初 の 見 積 も りよ りオ ーバ ー し,こ れ に よ って ロー ル ス ・ロ イ

ス ぽ 経 営 危機 にお ちい った 。 当 時 の 主 要 取 引 銀 行 は ミヅ ドラ ン ドと ロイ ズで あ

り,当 座 貸 越 に よ って 各 々2500万 ポ ン ドを供 与 した 。 ま た ラ ザ ー ル(Lazard

Bros,&Co.)に 主 導 され て マ ーチ ャソ ト ・バ ン クの コ ン ソ ー シア ムが2000万

ポ ン ドの 引受 信 用 を カ バ ー す る こ とで,「 加 盟銀 行」 とマ ーチ ャソ ト ・バ ン ク

とが 金 融 的 な支 援 を行 った 。 しか し度重 な る計 画 修 空 とエ ン ジ ン完 成 の遅 れ に

よ っ て金 融 危 機 を迎 え,そ の結 果 ロール ス ・βイ スは 分 割 ・国 有 化 され る こ と

とな った9)。 この 事件 はRB211エ ン ジ ンの 発 注 先 で あ る ロ ッキ ー ドに も飛 び

火す る こ とに な った が,こ こで 注 目 した いの は,こ の事 件 に た いす る ミ ッ ドラ

ン ドの評 価 で あ る。 ミ ッ ドラ ン ドの 社 史 では 次 の よ うに述 べ られ て い る。

「戦 争 以 来 産 業 は 相 対 的 な安 定 と繁 栄 の 時期 を享 受 して お り,大 企 業 の ト

ラ ブル は ほ とん どな か った。 けれ ど も諸 困 難 が 生 じた 時 に,ミ ッ ドラ ン ドも

他 の競 争 者 も特 別 の注 意 と配 慮 を 注 ぐ独立 した 部 門 一 こ の部 門 は管 財 人 と

精 算 につ い て の特 殊 な問 題 を経験 して い るス タ ッフ を用 い る一 を持 って い

な か った。 … … 諸 困 難iが最初 に提 起 され た 時 に な し うる こ とは た く さん あ り,

そ して しぼ しぼ企 業 は建 て直 され 健 全 な財 務 状 態 に戻 る こ とが 可能 だ った の

で あ る」1ω

こ こで い わ れ て い る こ とは,従 来 の銀 行 の顧 客 との接 触 方法 一 最 初 に,そ

して 基本 的 に支店 をつ う じて顧 客 と接 す る一 が,法 人 顧 客 との 取 引 関 係 を維

持 す る うえ で弱 点 とな っ た,と い う こ とで あ る。 そ れ ま で の ミ ッ ドラ ン ドの顧

9)こ の 点 に つ い て くわ し くは,RUIN・RuyceLimitedandtheRB211Aeroengine,C皿nd.4860,

HMSO,1972,お よ びRolls-RoyceLimited,ユnvestigationunderSection165a(i)oftheCo.一

paniesAct1948,HMSO.1973.

10>ARHolmesandEdwinGreen,ル 〔ノDLAND150yearsofbankingbusiness.1986,p.274.
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客 との 接 触 方 法 は 支 店 を経 由す る こ と を基 本 と して お り,支 店 が 重 大 な問 題 だ

と判 断 した 時 には 本 社 に問 い合 わ せ る とい うシス テ ムだ った 。 この方 法 は それ

ま で の 「加 盟 銀 行 」 の保 守 的 な経 営姿 勢 と もあ い ま って,銀 行 が 顧 客 の ニ ーズ

や 金 融 状 態 を把 握 し,も し企 業 が 金融 的 に 困 難 な正 体 に 陥 った場 合 「最 初 に提

起 され た 時 に な し う るた くさ ん の こ と」 を機 敏 につ か み,機 動 的 に対 処 す る こ

と を困 難 に して い た。

こ う した総 括 に も とづ い て ミ ッ ドラ ソ ドは組 織 改 革 を行 い.法 人金 融 の 専 門

部 を設 立 した。 この 専 門部 は,顧 客 の ニ ー ズ を研 究 し.自 国 お よ び海 外 で の定

期 的 な コ ン タ ク トを維 持 す る こ とに よ って,顧 客 の 銀行 に た い す る要 求 をみ た

し,顧 客 が 最 初 に 自行 を選 択 す る 関係 をつ く る こ と を 目的 と したIP。 ま た 同時

期 に他 の 「加 盟 銀 行」 も同様 の組 織 改 革 を行 っ.た12)。

こ う した 「加 盟 銀 行 」 の法 人 顧 客 に た い す る対応 の 変 化一 従 来 の 伝 統 的

「分 業 関 係 」 に対 応 した 待 機 的 な対 応 か ら よ り積極 的 に ニ ー ズ をつ か む方 向 へ

の 対 応 の変 化 一 は,「 加盟 銀行 」 の 新 しい 金 融 サ ー ビス業 務(フ ァ クタ リ ン

グや リー ス 等 々)へ の参 入 と相互 関係 にあ る。 次 に こ う した新 しい金 融 サ ー ビ

ス 業 と 「加 盟銀 行 」 との 関係 を検 討 し よ う。

B「 加盟 銀行 」 の 業務 多様 化

1970年 代 にお け る 「加 盟 銀 行」 の蓄 積 上 の も う一 つ の 側面 は,業 務 の 多 様 化

で あ る。

「加 盟 銀 行」 の業 務 多 様 化 は1970年 代 初 頭 に急 速 に 進 展 した 。 表 ③ は1968年

と1975年 の 「加 盟 銀 行」 五 グル ー プ の業 務 範 囲 を比 較 した もの で あ るが.こ こ

か ら各 「加 盟 銀 行 」 が 飛 躍 的 に業 務 範 囲 を 広げ た こ と,さ らに,.1968年 段 階 で

は 完 全 所有 子 会 社 の数 は少 な か った もの が.1975年 には ほ とん どの分 野 を完 全

所 有 子 会 社 で カバ ーす る な ど従 来 進 出 して い た 分 野 で もそ の強 化 を め ざ して い

11)ibid.,p.277.

12)Neil'Coulbeck,TheMultinationalBankingIndustry,1984,PP,268-271.
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表3主 要手形交換所加盟銀行 の金融 サー ビス業務

1968 1975

. BULM.N NC B L M N NC

マ ー チ ャ ン ト ・バ ン キ ン グ

ユ ー ロ カ レ ン シ ー 業 務.

ユ ニ ッ ト ・ トラ ス ト管 理

フ ァ ク タ リ ン グ

リ ー ス

保 険(ブ ロ ー カ ー)

保 険(引 受)

ク レ ジ ッ ト ・フ ァ イ ナ ン ス

ベ ン チ ャ ー ・キ ャ ピ タ ル

コ ン ピ ュ ー タ ー ・ビ ュ ー ロ ー

トラ ベ ル ・サ ー ビ ス

ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド

個 人 向 税 金 ・財 務 プ ラ ン ニ
ン グ

W

W

J

C

W

一

のA

A

一
一

一

A

一

W

W

一

A

一

一

W

W

　

[

[

一

W

I

W

一

A

エ

一

W

J

一

一

一

[

J

I
一

[

　

一

A

A

　

一

W

W

wii

JI

C

W

W

W

W

W

W

W

W

W

I

A

W

W

WL

「

一

　

[

エ

　

A

一

J

I

一

一

一.WWW

W-WW

WWC-

JwwA

WCWWIWW

WWCWW

WWI-

JwwJw

IWII

-WWJ一

一W-W

AAAAA

WWWW

(注1)そ れ ぞ れB=バ ー ク レイ ズ,L=ロ イ ズ.M=ミ ッ ドラ ン ド,N=ナ シ ョナ ル ・ウェ ス

ト ミンス タ ー,NC=ナ シ コナ ル ・ア ン ド ・コ マ ー シャ ル を表 す。

(注2)そ れ ぞれW=完 全所 有 子 会 社,C=支 配 株 保 有,A=関 連 株 保 有(>25%,≦50%),

1=株 式 参加,J=ジ ョイ ン ト ・ベ ンチ ャ ー を あ らわ す 。

(出 所)DerekF,Channon,BritishBankingStrategyandtheInternationalChallenge,

1977,p.47よ り作 成o

る こ とがわ か る。

こ う した 分 野 へ の 「加 盟銀 行」 の 進 出 にお い て注 目す べ き こ と は.第 一 に

「加 盟 銀 行 」 が 金融 サ ー ビス を開 発 した のは.従 来 の貸 付 方 式 に存 在 した制 限

を 突破 す るた め で あ った と い うこ と で あ る。 「加 盟 銀 行 」 家 協 会 は,ウ ィル ソ

ン委員 会 に提 出 した 報告 書 の なか でつ ぎ の よ うに述 べ て い る。

「『加 盟 銀 行』 の産 業 ・商 業企 業 に対 す る伝 統 的 な貸 付 の 大部 分 は 流 動 資

産 の 持 高 を保 持 す る こ と で あ った。 こ う した資 産 の循 環 的 性 格 は.銀 行 の管

理 ・監督 能 カー 貸 し付 け られ た フ ァ ン ドが配 分 され るや り方 の 管 理 ・監 督

能 カ ー を制 限 す る。=結 果 的 に,こ の こ とは 貸 し付 け る こ とが で き る と銀

行 が 考 え る総 量 を制 限 し うる こ とに な る。 ●
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こ う した 制 限 に抗 して,… …(一 層 の資 金 を 必 要 とす る一 引 用 者)企 業

の 要 求 をみ た す た め に,『 加 盟 銀 行 』 は新 しい サ ー ビス を開 発 し た。 こ う し

た サ ー ビス の うち最 も重 要 な もの は割 賦 信 用,リ ー ス,フ ァ クタ リン グで あ

る。」1δ,

銀 行 は 企 業 に た い して流 動 資 産 を保 持 す る形 で 貸 付 を行 うが,一 般 的 に い っ

て ス タ グ フレ ーシ ョン期 に は銀 行需 要 が 増 加 し,同 時 に リス ク も増 大 す る。 し

たが って銀 行 に と って は よ り リス クが 少 な く,よ り利 潤 の あが る と ころ に貸 し

付 け る こ とが 必要 とな る。 その ため に開 発 され た のが 新 しい金 融 サ ー ビスー

割 賦 信 用,リ ース,フ ァ ク タ リン グー だ とい うのセ あ る。

第 二 に,マ ーチ ャ シ ト ・バ ン キ ン グな どい くつ か の分 野 をの ぞ け ば,こ う し

た新 しい 分 野 にお いて 「加 盟 銀 行 」 が進 出 した結 果,独 占 的 関 係 が 形 成 され て

い る こ と に あ る。 た と えば,フ ァ クタ リ ン グ業 は 表④ にみ る とおb成 長 著 しい

が,こ の うち約90%以 上 が 英 国 フ ァ クタ リン グ業 者 協 会(AssociationofBrit-

ishFactor)を 構成 す る8社 に よ っ て行 われ て お り,四 大 「加盟 銀 行」 の フ ァ

表4フ ァクタ リング会社1フ ァ クタ リング額,買 収債権額,前 払額(1970～79)

(単位:100万 ボン ド)

ユ970(5社)

1971(6社)

1972(8社)

1973

1974

1975

1976

ユ977

1978

1979

年 間 フ ァ クタ リ ン グ額

120

134

148

269

418

531

658

851

1335

1707

買収債権年末残高

29

29

34

61

89

94

127

149

243

318

年末純前払総額

12

16

ユ8

32

47

49

61

70

102

137

(山 所)rウ ィ ル ソ ン委 員 会 』lp.736ペー ジ よ り作 成,

13)Co皿 皿itteetoReviewtheFunctioningo正FinancialInstitutions(Chairman,SirHarold

Wilson),EvidenceontheFinancingofIndustryandTrade,volu皿e5,1978,p.工50,
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表5リ ー ス用 資 産 購 入 額(1971～1979)(単 位:100万 ポ ン ド)

年

1971

1972

.1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

員

ス
会
究

A

イ

一

L

ア
リ

E

フ

・

160

130

288

321

340

421

675

1214

1802

産 業 省 統 計

冒薮 ナ ン　 その傾 貸 リース2'

293

416

562

966

294

254

442

620

529

670

1004

1586

(注 ユ)英 国 リース業 協会

(注2)レ ッシーについての情報 の得 られ ない7ァ イナ ンス ・り一ス も含 む。

(出所)『 ウィル ソン委員会』,p.731ペ ージ より作成。

ク タ リ ン グ子 会 社 も こ の な か に 含 ま れ て い る14)。

ま た リー ス 業 で も同 様 で あ る 。 資 本 設 備 の リ ー ス が 英 国 へ 導 入 さ れ た の は 比

較 的 新 し く,ユ950年 代 に コ ン ピ ュ ー タ ー,電 話.コ ピ ー 機 械 な ど の 分 野 で 導 入

さ れ た 。 リ ー ス 業 務 は 政 府 の 租 税 政 策 正5>もあ っ て1970年 代 に 急 速 に 成 長 し,英

国 リ ー ス 業 協 会 会 員 の 扱 う業 務 に 限 定 し て も リ ー ス 用 資 産 購 入 額 は1億6000万

ポ ン ド(ユ971年)か ら18億200万 ポ ン ド(1979年)へ と実 に11.3倍 に 増 加 し て

い る(表 ⑤ を 参 照)。 こ の う ち,あ る 調 査 に よ れ ば,1977年 の リー ス 業 務 の う

ち 約60%が 四 大 「加 盟 銀 行 」 の 子 会 社 を 含 む 人 リ ー ス 会 社 に よ っ て 占 め ら れ て

い た エo㌔

ま た,「 加 盟 銀 行 」 は マ ー チ ャ ン ト ・バ ン キ ン グ の 分 野 に も積 極 的 に 進 出 し

て い る 。 マ ー チ ャ ン ト ・ノミソ キ ン グ は 従 来 大 手17社 を 中 心 と し た 独 占 的 体 制 が

14)Com皿itteetoReviewtheFnnccioningofFinancialInsしiしuしions(Chairman,SirHarold

Wilson),ReportandAppendix,Cmnd.7937(HMSO,1980).PP.473-474.西 村閑也 監訳 前

掲 書,735ペ ージ。

15)1984年 にその廃止が打 ち出され るまで,機 械 ・設備 に対 する投 資については 初年度100%減 価

償 却が認め られていた。

16)の 鼠.PP.470-471.西 村閑也監訳前掲 書,730ペ ージ。
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と られ て きた が,新 金 融 調 節 方 式(Competition&CreditControl一.以 下CC

Cと 略)以 後 マ ーチ ャ ソ ト ・バ ン カ ー の株 式 保 有 に た いす る条 件 が緩 和 され,

マ ー チ ャ ン ト ・バ ン カ ー と 「加 盟銀 行」 をは じめ と した他 資 本 との結 合 関 係 も

進 展 して い る17㌔

ま た,こ の 点 との 関 係 で,業 務 多 様 化 の第 三 の特 徴 は,こ う した 業 務 多 様 化

が 「加盟 銀行 」 の 蓄積 の も うひ とつ の側 面,つ ま り先 に述 べ た 法 人 部 門 金 融 の

強 化 をつ うじて.広 範 な現 実 資 本 との 関係 を拡 大 し よ う とす る こ と と密 接 にむ

す び つ い て お り,業 務 多 様 化 は銀 行 グル ー プ全 体 の ホ ール セ ール 部 門 で の力 量

強化 とい うこ と を軸 点 と して展 開 され て い る とい う こ とに あ る。 リース や フ ァ

ク タ リン グは 形 をか えた タ ー ムP一 ン と もい え るの で あ り,従 来 の 関 係 を維 持

す るた め に も,あ らた な関 係 を顧 客 と形 成 す るた め に も,重 要 な手 段 で あ る タ

ー ム ロー ン で必 要 とされ る力 と共 通 の 力量 を形 成 し なけ れ ば な ら なか っ た の で

あ る。

以 上 述 べ た二 つ の契 機,す な わ ちホ ール セ ール 部 門 の強 化 と業 務 多様 化 とに

表6四 大手形交換 所加 盟銀 行の収益状況(£,milli。a)

バ ー ク レ イ ズ

ロ イ ズ

ナ シ ョ ナ ル ・ウ ェ ス

ト ミ ン ス 歩 一

ミ ッ ド ラ ン ド

1973

192

104

1974 1975 1976 1977 A

157

'79

137

65

191

85

243

110

1

1

128

67

FD

9

7

2

3

0

9

4

146

75

ユ67

79

5

5

190

99

「D

9

1

4

1 1ユ0

53

4

4

8

8

1 6

9

2

0

2

1

3

2

110

62

6

2

9

4

2

2

8

3 甥「鷲
4

4

(注)上 段 は 税 引 前 収 益,下 段 が税 引 後 収 益(Neしprofit)。A欄 は ス イ ス フ.ラ ン に換 算 した 場 合

の ⊥977年 に お け る欧 州 主 要10D行 の な か で の 順 位 を示 す 。

(出 所)St-GallInstituteofBankiロgStudies,AComparativeAnalysisof100Leading

EuropeanBanks,1}p.9&1ユ4,andpp.218-221。

17)DreakF.Channon,BritishBankingStrategyandtheInternatanalChallenge,1977,

PP.80-81.
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よ って大 手 「加盟 銀 行」 は70年 代 末 に強 力 に蓄 積 を推 進 した。 表⑥ は 四 大 「加

盟 銀 行 」 の収 益 状 況 の 推 移 をみ た もの で あ る。大 手 「加盟 銀行 」 は73～75年 に

か け て一 様 に純 収 益 を減 少 させ て い るが,77年 に は税 引前 収 益 稗 収 益 と もに

欧 米 主 要100行 の うち5位 以 内 に ラ ン クされ て い る。 こ う し た大 手 「加 盟 銀

行」 の収 益 は,石 油 会 社 と と もに超 過利 得税 を課 税 す る対 象 と して 攻 撃 さ れ

る18)ほ どの高 水 準 で あ り,い わ ゆ る 「セ カ ン ダ リー ・ノミソ ク恐 慌 」 の影 響 か ら

も順 調 に脱 して,蓄 積 を進 め る こ とが で きた こ とを示 して い る。

で は,こ う した 変化 を規 定 した 要 因 は 何 で あ ろ うか。 この 問 題 は 一 面 で は 銀

行 資 本 の 蓄積 が産 業資 木 や 商 業 資 本 の蓄 積 に規 定 さ れ て い るが ゆ え に,具 体 的

な産 業資 本 の 動 向 や そ れ と の関 係 を分 析 す る こ とを つ う じて,他 面 で,こ う し

た変 化 が 直接 には 銀 行 資 本 間 の利 潤 獲 得 を め ぐ る競 争 の な か で 生 じて い る のだ

か ら,銀 行 資 本 間 相 互 の関 係 の検 討 を つ う じて あ き らか に され る必 要 が あ る。

本 稿 では 後 者 の点 に限 定 して 明 らか に す る、 そ の場 合 第 一 に金 融 機 関 に関 わ

る政 策 の レ ベ ル で は1971年 に 導 入 され たCCCと の 関 係 が,第 二 に資 本 間 関係

の レ ベ ル で は外 国銀 行 一 一 も っ と も規 定 的 な もの は ア メ リカ系 多 国籍 銀 行 で あ

る一 一 との 関係19)が,1970年 代 の 金 融 再 編 と 「加 盟 銀 行 」 の蓄 積 の在 り方 を規

定 した二 つ の側 面 で あ る。 以 下 そ れ ぞ れ につ い て 検 討 し よ う。

II金 融再編および 「加盟銀行」の蓄積様式の変容の条件

A政 策 的枠 組 み

CCCは 競 争 促 進 と信 用 統 制 を二 つ の柱 と して構 成 され て い るが,競 争 促 進

の 面 に つ い て み れ ば,そ の基 本 的 柱 は,以 下 の三 点 にま とめ られ る2D〕。

18)田 尻 嗣夫前掲 書,141ペ ージ。

19)外 国銀行 とい った場合,当 然邦 銀お よび ドイツ系銀行 の役割 についτ も検討 しなければな らな

いが,邦 銀 については石油 シ ョッ ク後一時 戸 ンドソから撤 退する状 況にあ った ことや.ド イ ツ系

につ いては ロン ドンよりもル クセ ンブル グが活動 の中心 である こと,ま た本稿 の対象 がイギ リス

国内である ことか ら考察の対 象か ら捨象 して いる。

20)`こ の点について詳 し くは,罪 谷硯児 「新金融調革方式 以降 の英国 金融機関」r証 券経済』Vol.

44,138か ら139ペ ージ昌
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第 一 は 従 来 「加 盟 銀 行 」 に課 せ られ て い た蓄 積 上 の諸 制 限 を と りは ら った こ

とで あ る。

具 体 的 には,「 加 盟 銀 行 」 を含 む 全 主 要 金 融 機 関 に 同一 ρ準 備率 規 制(12.5

%)を 適 用 し,旧 来 の 流 動 ・現 金 比 率 規 制 を廃 止 した。 ま た 「加 盟 銀 行」 が 公

定 歩 合 と連 動 して 預 金 金 利 ・貸 出 金 利 を上 下 させ る とい う金利 協 定 を撤 廃 し,

同 時 に 「加 盟 銀 行」 の 与 信 活 動 を限 定 づ け て い た貸 出上 限規 制 を撤 廃 した 。 こ

れ に よ り 「加 盟 銀 行 」 は 貸 出 の量 的 上 限 枠 ・金 利 上 限枠 に縛 られず,ユ ー ロ市

場 を含 む 並 行 市 場 や 消 費 者 信 用 市 場,住 宅 金 融 市 場 に お い て も,い わ ゆ る賦 払

金 融 会 社,あ るい は 建 築 組 合 と金 利 や 預 金 獲 得,又 は貸 出 の面 で競 争 す る こ と

が 可 能 に な った 。 こ う した預 金 獲 得 ・貸 出 の面 で 「加 盟 銀 行」 に課 せ られ て い

た 諸 制 限 の廃 止 は,「 加 盟 銀 行 」 が 他 の金 融 機 関 と貸 出 ・預 金 吸収 の両 面 で競

争 す る条 件 を与 え た の で あ る。

第 二 は,シ テ ィの引 受 商 社 委 員会 加 盟 の マ ーチ ャ ソ ト ・バ ン クに対 す る株 式

取 得 制 限 を緩 和 し,大 手 「加盟 銀 行 」 が これ らの マ ーチ ャ ン ト ・パ ン ダを買 収

また は 合 併 で きる道 を開 い た こ とで あ る。 この 結 果,い くつ か の マ ーテ ヤγ

ト ・パ ン クは 「加 盟 銀 行 」 と株 式 保 有 に よ る結 合 関 係 を形 成 し,ま た別 の い く

つ か の マ ーチ ャ ソ ト ・バ ン クぽ 「加 盟 銀 行」 に完 全 に 吸収 され るこ とに な ワ た。

金 融 機 関 間 の競 争 促 進 の た め の 第 三 の 制 度 的 措 置 ば,大 手 賦 払 金 融 会 社 に 銀

行 資 格 を公 認 した こ とで あ る。

以 上 が 競 争 促 進 とい う点 か ら見 た 時 のcccの キ な 内容 で あ り.金 融 機 関 間

の競 争 条 件 を 同等 にす る こ とが そ の 目的 であ る。

だ が,CCCの 実 際 の機 能 一 金 融機 関 間 の競 争 に もた ら した実 際 の 影 響

一 は,単 に競 争条 件 を同 等 に す る とい うこ とに と どま らず,外 国銀 行 との熾

烈 な競 争 に対 抗 す る能 力 の あ る銀 行 を育 成 す る もの で あ っ た。 これ はCCCの

導 入 後 の預 金 シ ま アの推 移Y1)か ら,ま たCCCの 導 入 が,1968年 の合 併 ブー ム

をへ て 「加 盟銀 行」 間 の再 編=合 同 が ほ ぼ 終 了 し,個 別 「加盟 銀 行 」 と して も

21)蕗 谷硯児前掲論文,144ペ ージを参照Q



98(362)第146巻 第3・4号.

他 の金 融 機 関 に十 分 対抗 で き る条 件 が 整 っ た時 期 一 この 時期 は 同 時 に イギ リ

ス の 国 際的 地位 の相 対 的 低下 が 顕 著 に な っ た時 期 で もあ る一 に 行 わ れ た こ と

か ら明 らか で あ ろ う。

こ の イ ギ リス政 府 の基 本 的 姿勢 は そ の後 も一 貫 して 続 く。1979年 に は イ ギ リ

ス最 初 の銀 行 法22,が 制 定 され た が,そ れ は 預 金 受 入 業 務 お よ び預 金 受 入 機 関 を

対 象 とす る もの で あ った 。 イギ リス 政 府 は 預 金 受 入 業 務 を規 制 対 象 とす る こ と

に よ って,信 用 秩 序 の 維 持 の 点 で は 銀 行 業 全 般 を対 象 とす る銀 行 法 の制 定 と同

等 の 効 果 を狙 う と同 時 に,他 方 で銀 行 業 務 の範 囲 に つ い て は未 確 定 の ま ま残 し

て お く こ と に よ って,そ の後 の金 融 再 編;証 券 市 場 改 革 に 「加 盟 銀 行」 が 参 画

す る条 件 を形 作 った の で あ る。

. Bア メ リカ系 多 国籍 銀 行 の蓄 積 の特 徴

す で に述 べ た ロ ン ドン 「加 盟 銀 行 」 の 蓄 積 様 式 の 変 化 との関 係 で い えば.こ

う した変 化 を規 定 した ひ とつ の契 機 は ア メ リカ系 多 国籍 銀 行 で あ る呂a》。

ア メ リカ大 手 商 業 銀 行 の 活 動 を特 徴 づ け る もの は,第 一 に,貸 付 の 方式=タ

ー ム ・ロー ンで あ る。 タ ー ム ロー ンの形 態 で貸 付 を行 う場 合 には,銀 行 は借 手

.の 事 業 内容 や 財 務 状 態,あ る い は借 手 が属 して い る産 業 全体 の動 向や 将 来 性 な

どにか な りの力 点 を お い て融 資 の可 否 や融 資 条 件 を決 定 しな けれ ば な らな い。

ア メ リカ系 大 手 商 業 銀 行 の場 合 に は こ う した貸 付 形 態 を1930年 代 か ら経 験 し.

戦 後 早 い段 階 で 専 門部 を設 立 す る な ど,こ の分 野 で の力 量 を形 成 して い た24〕。

ア メ リカの大 手 商 業 銀 行 は 信 用,信 託.マ7チ ャ ソ ト・バ ンキ ン グ ・サ ー ビ

ス を拡 張 す る こ とに よ っ て新 た な顧 客 を獲 得 し,ま た顧 客 の ニ ュ ー ヨ ー ク にお

22)BaロkingAcし1979.

23)ア メリカ系 多国籍銀行の対外進 出に つい ては;従 来 か ら優 れた研究が行われてお り.そ の海 外

進 出過程 の分 析 については関下稔 「米国銀 行の国際化」 関下稔 ・鶴 田廣 巳 ・奥 田宏 司 ・向寿一 著

『多国籍銀行』,有 斐 閣,1984年,を,又,ユ970年 代 におけ るシ ンジケー トロー ンをめ ぐる競 争

とそのなかでの米銀 の地位 については,奥 田宏司 「ユ ーロ ・シンジケー トロー/と 多国籍 銀行 」

関下稔 ・鶴 田廣巳 ・奥 田宏司 ・向寿一同上 書,を 参照 されたい。

24)西 川純子 ・松井和夫 『ア メリカ金融 史』,有 斐 閣,五989年,232か ら236ペ ージ。
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け る 第 一 級 の バ ン キ ン グ ・ コネ ク シ ョ ン と な る こ と を 目的 と し て 活 動 し て い る 。

だ が,相 互 に 他 の 大 手 商 業 銀 行 との 競 争 が 存 在 し,証 券 市 場 ・証 券 会 社 と の 競

争 が 存 在 す る た め,7メ リ カ 大 手 商 業 銀 行 が こ う し た 地 位 を手 に い れ る こ と は

容 易 で は な い 。 そ こ で 商 業 銀 行 は こ の 競 争 に 勝 利 す る た め に,形 を 変 え た タ ー

ム ロ ー ン と も い え る モ ー ゲ ー ジ 金 融,フ ァ ク タ リ ン グ,リ ー ス 等.々 に参 入 す る

こ と に な っ た25㌔

こ うLた 銀 行 周 辺 業 務(非 銀 行 業 務)は,世 界 中 に 支 店 を も ち,ワ.一 ル ド ワ

イ ドに 展 開 し て い る 大 手 商 業 銀 行 に と っ て は 単 に 国 内 で の 顧 客(現 実 資 本)と

の 結 び つ き を 強 め る だ け で な く,そ の ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し て 貸 付 以 外 の 領 域

で も 顧 客 との 関 係 を 強 化 す る手 段 と な っ て い る26)。

イ ギ リス 進 出 に あ た っ て も ア メ リ カ 系 多 国 籍 銀 行 は こ う し た 能 力 を 活 用 し て

蓄 積 を 進 め,イ ギ リ ス 「加 盟 銀 行 」,マ ー チ ャ ン ト ・バ ン ク の 蓄 積 基 盤 を 侵 害

した 。 そ の 結 果 を1979年 の 貸 付 に つ い て み る と,ア メ リ カ 系 銀 行 は 製 造 業 で

19.2男,金 融 業 で19%と 二 割 弱 の シ ェ ア を,ま た 「そ の 他 生 産 業 」 で13.2%,

サ ー ビ ス 業 で12劣 を 占 め て い る の に 対 し,個 人 貸 付 で は2.7%の シ ェ ア を し め

る に す ぎ ず,イ ギ リス 居 住 者 む け の 貸 付 に つ い て い え ば,完 全 に ホ ー ル セ ー

ル.・ バ ン キ ン グ に 重 点 が 置 か れ て い る27,。 ま た,ア メ リ カ 系 商 業 銀 行 が 二 割 弱

の シ ェ ア を 占 め て い る 分 野 は,ア メ リカ 系 多 国 籍 企 業 が 進 出 し て い る 分 野 と対

応 し て い る。1977年 の 資 料 で み て み る と 製 造 業 分 野 で はNCR,IBM,Honcy-

well,GE,Kodak,Chrysler,Ford,Monsant・,Dupontな ど世 界 で も有 数 の 巨

大 企 業 が 進 出 し て お り,一 部 を の ぞ い て は ア メ リ カ 系 多 国 籍 銀 行 が そ の 取 引 先

銀 行 と な っ て い る28)。

こ う し た 活 動 の 結 果,た と え ばFirstNationalChicagoの 顧 客 の 約60%は

25)HaroldvanB.Cleveland,Citibank1812-1970,198pp.269-271.

26)こ の点については,JohnCarson-Parker,WhytheBluesChipBankonMorgan,FOR-

TUNEJuly13,1981,PP.36-42.

27)向 寿一 「多国籍銀行 と国際金融市場」杉本昭七編r現 代資本 主義の世界構造』,大月書店.1980

年,239か ら244ペ ージ。

28)DreakF.Channon.砂.ε 舐,PP.161-167.
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イ ギ リス の企 業 で 占 め られ,他 の ア メ リカ系 銀 行 も地 方 支 店 を 開 き,イ ギ リス

企 業 との取 引 関係 を拡 大 して い った29)。

1節 で み た イ ギ リス 「加 盟 銀 行」 の 業 務 多 様 化 や 法 人 金 融 を専 門 に扱 う部 門

の設 立 は,一 方 で はCCCと い うイギ リス政 府 の政 策 的 枠 組 み の下 で行 われ,

ま た 他 方 で は こ う した ア メ リカ系 商 業 銀 行 覇 多 国籍 銀 行 との 競 争 関 係 お よび 北

海 油 田に お け る融 資 にみ られ る よ うな協 調 関係 に規 定 され て 行 わ れ だ もので あ

る。

1980年 代 に展 開 され る一 連 の 金融 革 命 もこ う した 「加 盟 銀 行 」 の 蓄 積 の変 化

に よ って条 件 づ け らカ.てい る。 す な わ ち,「 加 盟 銀 行 」 を 中軸 と した独 占的 金

融 グル ー プが,ア メ リカ系 多 国 籍 銀 行 をは じめ とす る外 国 銀 行 に規 定 されつ つ

能 動 的 に 金融 再 編 を展 開 し うる主 体 とな った 。 イ ギ リス政 府 が証 券 市場 改革 を

お こ ない えた基 礎 には こ う した 経 済 関係 が存 在 して い た の で あ る。

イ ギ リス政 府 はCCCに よ って 「加盟 銀 行 」 とマ ーチ ャ ン ト ・バ ン ク と の合

同 ・合 併 に道 を開 いた の で あ るが,イ ギ リス 国家 が後 の政 策 もふ くめ て 「自 由

化 」 とい う方 向 で対 応 せ ざ るを えな か った理 由 の 一 つ は.イ ギ リス に とっ て の

銀 行 業 の位 置 づ け に よ る。 い わ ゆ る 「シテ ィ」 で の 諸 金 融 分 野 は イ ギ リス に と

って 税 制,雇 用,国 際 収支 等 多 面 にわ た る重 要 産 業 で あ るゆ 。 しか もそれ は 国

際 金 融 市 場 と して の ロ ン ドンの 地位 を 前提 して い るか ら,そ の地 位 を維 持 す る

・た め に は 外 国 銀行 との 相互 的 ・互 恵 的 関 係 を基 礎 と しな けれ ば な らな い 。 そ れ

ゆ え,イ ギ リス の 政 策 は保 護 的 な方 法 で は な く,「 自由化 」 を標 榜 して 行 わ れ,

イ ギ リス 系銀 行 は そ の なか で ホ ール セ ー ル ・バ ンキ ン グを強 化 し.あ るい は 業

務多様化によって独占的金融 グループを形成 して,そ の独占的地位を拡参する

とい う形 で蓄 積 を進 め た の で あ る。
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30)Com皿ittee⑩ReviewtheFunctioningofFi皿ancialInstituしions(Chair皿au.SirHarold

Wilson),ReportandAppendix,C」 目皿d.7937(HMSO,エ980),PP.412.西 村 閑 也 監 訳 前 掲 書
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お わ り に

本 稿 で 明 らか に した こ とは,「 加 盟銀 行」 が法 人部 門 金 融 を 強 化 した こ と,

また 業 務 多様 化 を積 極 的 に 推進 して い った こ と,お よ びそ れ が 外 国 銀 行=多 国

籍 銀 行 との 国際 的 な協 調 ・競争 関係 の 中 で行 わ れ た とい う こ とで あ り,こ う し

た こ とが80年 代 の 金融 再編 の一 つ の 根拠 をな し.てい る とい う こ とで あ る。

だ が,現 実 の証 券市 場 改 革;金 融 再 編 は1980年 代 に展 開 され た い くつ か の 諸

条 件 一 累積 債 務 問 題 の顕 在 化,そ れ を契 機 と して国 際的 過剰 貸付 可能 資本 の

運動 形態 が シ ン ジ ケ ー トロー ンか らセキ ュ リタ イ ゼ ー シ ョンへ と変 化 した こ と

とそ の影 響,米 系 多 国 籍 銀 行 ・大 手 証 券 会 社 の運 動等 一 に よ って 規定 され て

い る。 こ う した諸 条件 に イ ギ ゾス の 独 占 的金 融 グル ー プが い か に対 応 した か,

又,そ の こ とに よ って 獲得 した あ らた な蓄積 基 盤 や,そ の結 果 形 成 され た経 済

関 係 等 の分 析 につ い て は 今 後 の 課題 と した い 。


